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①父親が育児をすると、子どもの自己肯定感を高めます。 

子どもの心を育てるうえで一番大切なものは、自己肯定感を育むことです。父親が育児をすること

で、子どもは『父親からも愛されているんだ』という気持ちを持ちます。 

②父親が積極的に子どもに関わると、強い心の絆が生じ、さらに活発に育つようになります。 

 お風呂に入れたり、抱っこしたり、おむつを替えたり、積極的に子どもに関わることで、父親の自

覚が育ち、我が子への没入感情を持つようになります。それに伴い、父親と子どもの間に強い心の

絆が育まれます。 

③子どもと遊ぶことによって、父親にとってもステレス解消になり、父と子の心の絆が育まれます。 

子どもの自立心を育てるのに、一番大切なものは遊びです。子どもと体を使って遊ぶことで、子ど

もはとても喜び、また、体が丈夫に育ちます。 

④お父さんから褒められると、子どもは、学校や社会へ出ていく自信を持つようになります。 

お父さんから褒められ、認めてもらうと、子どもは自信を持ち、自分はきっと友達からも認めても

らえる、学校や社会でも認めてもらえると自信を持つことができます。 

⑤母親の苦労をねぎらい、感謝の言葉を述べる。 

 『母親の心をいかに支えるか』これが父親の子育てで、最も大切なポイントと 

言っても過言ではありません。母親の大変さをねぎらい、感謝の言葉を述べる。 

そうすると、その言葉は自分にも返ってきます。 

○小学生の時期になると、友だ

ちのことや勉強のことなどで心

配が出てきます。妻（母親）か

らの心配ごとの相談に面倒がら

ず、耳を傾けましょう。 

○子どもの安定した人格形成に

は、母親がゆったりと子育てを

することが望まれます。そのた

めに父親は、妻（母親）へのい

たわりを心がけましょう。 

＜参考＞ 

①家庭教育ブック 

～すくすく育ていばらきっ子～ 
②忙しいパパのための 

子育てハッピーアドバイス 

 


